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質
疑
及
び
一
般
質
問

平
成
28
年
２
月
26
日
、
29
日
、
３
月
２
日
、
３
日

に
開
催
さ
れ
た
質
疑
及
び
一
般
質
問
で
は
、
次
の

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
は
、１
年
間
３
回
の
定
例
会
で
、

基
本
的
に
全
議
員
が
１
度
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。
質
疑

及
び
一
般
質
問
を
し
て
い
な
い
議
員
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
行
う
予
定
で
す
。

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

２
月
26
日
㈮

◎
第
15
次
総
合
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て

自
由
民
主
党　

萩
原　

渉

Q
第
15
次
総
合
計
画
は
、「
限
り
な
い
可
能
性

を
大
き
く
は
ば
た
か
せ
、
群
馬
の
未
来
を
創

生
す
る
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
「
魅
力
あ
ふ

れ
る
群
馬
」
の
実
現
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
知
事
の

思
い
と
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
先
人
が
遺
し
て
く
れ
た
可
能
性
を
活
か
し
て
、

人
・
モ
ノ
・
情
報
を
呼
び
込
む
と
い
う
新
た

な
発
想
で
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
県
民
や
企
業
、

市
町
村
と
連
携
し
、
オ
ー
ル
群
馬
で
、
全
力
を
挙

げ
て
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、
群
馬
を
更
に
大

き
く
は
ば
た
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
自
転
車
を
利
用
し
た
歴
史
文
化
遺
産
の
周
遊
に

つ
い
て

自
由
民
主
党　

星
名　

建
市

Q
最
寄
り
の
駅
等
か
ら
自
転
車
を
利
用
し
て
、

ぐ
ん
ま
の
歴
史
文
化
遺
産
を
巡
る
コ
ー
ス

の
設
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

A
コ
ー
ス
の
設
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ま
ず

安
全
に
自
転
車
が
走
れ
る
こ
と
を
第
一
に
、

自
転
車
を
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に

は
、
観
光
振
興
や
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
、
よ
く
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
転
車
愛
好
者
に
加
え
、
家
族
連
れ

や
高
齢
者
も
、
群
馬
の

魅
力
を
満
喫
で
き
る
周

遊
コ
ー
ス
の
提
案
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
本
県
酪
農
へ
の
支
援
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

黒
沢　

孝
行

Q
酪
農
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
以
前
に
脆
弱
化

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
継
者

づ
く
り
、
家
族
経
営
の
支
援
な
ど
、
本
県
酪
農
に

対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
で

す
か
。

A
県
内
酪
農
家
は
、
乳
用
雌
牛
の
導
入
を
北
海

道
の
市
場
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
価

格
が
高
騰
し
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
か
ら
乳
牛
増
頭
の
た
め
の
導
入
経
費
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
県
内
に
乳
用
雌
牛
市
場
を
新
た
に

開
設
し
、
乳
牛
を
確
保

し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
家
族
経
営

を
含
め
意
欲
の
あ
る
酪

農
家
に
、
き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

公
明
党　

藥
丸　

潔

Q
教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
一
般
質
問
等
で
県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
設
置
す
る
に

至
っ
た
思
い
と
設
置
に
向
け
て
の
今
後
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
、
学

業
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
、
全
て
の
県
立
高
校
の
空
調
が

必
要
な
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
が
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
、
３
か
年
計
画
で

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
設
置
の
エ
ア

コ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

負
担
の
経
費
を
県
費
に
切
り
替
え
る
予
定
で
す
。

２
月
29
日
㈪

◎
県
道
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
森
下
工
区
と
戸
鹿
野
橋

に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

金
井　

康
夫

Q
利
根
沼
田
病
院
が
開
設
し
、
交
通
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
イ
ン
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
戸

鹿
野
橋
に
つ
い
て
は
、
架
け
替
え
の
予
定
が
あ
り

ま
す
か
。

A
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
現
在
、
地
元
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
早
期
の
工
事
着
手
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
鹿
野
橋
の
架
け
替
え

に
は
、
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
一
定
の
方
針
が
整
え
ば
、
具
体
的
な
測
量
設

計
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

加
賀
谷　

富
士
子

Q
現
在
策
定
中
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
に
お
い
て
、
貧
困
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
考
え
で
す
か
。

A
県
で
は
、
子
ど
も
の
将
来
が
、
そ
の
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
ま
た
、
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
育
の
支
援
を
は
じ
め
、

生
活
の
支
援
、
保
護
者
に
対
す
る
就
労
の
支
援
、

経
済
的
支
援
の
４
つ
を
柱
と
す
る
「
群
馬
県
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て

い
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

◎
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

久
保
田　

順
一
郎

Q
長
年
、
農
家
が
改
良
を
重
ね
て
き
た
優
良
農

地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も
、
農
地
中
間

管
理
事
業
は
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
で
の
課
題
は
何
で
す
か
。
ま
た
、
今
後
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
発
揮

さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
か
。

A
課
題
は
、
全
体
と
し
て
貸
し
借
り
に
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
は
、

地
域
の
取
り
組
み
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
職
員

の
設
置
、
農
地
整
備
事
業
と
の
連
携
、
優
良
事
例

の
手
法
を
他
地
域
に
波
及
さ
せ
る
等
に
よ
り
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◎
校
内
に
お
け
る
政
治
活
動
の
自
由
の
保
障
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

酒
井　

宏
明

Q
校
内
に
お
い
て
、
高
校
生
が
自
分
の
意
見
を

自
由
に
言
え
る
環
境
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
政
治
的
中
立
性
が
強
調
さ
れ
る
余
り
、
教

員
が
萎
縮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
憲
法
に

保
障
さ
れ
た
、
政
治
活
動
の
自
由
を
最
大
限
保
障

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

A
現
在
、
高
校
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
自
分
の

意
見
を
も
ち
、
議
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
思

考
力
や
判
断
力
を
育
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
た
研
修

の
実
施
や
必
要
な
情
報
の
提
供
に
よ
り
、
教
員
が

自
信
を
持
っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

３
月
２
日
㈬

◎
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

山
﨑　

俊
之

Q
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
災
害
に
強
い
県

土
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

不
可
欠
で
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

A
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
必
要
な
事
業
へ
の
重

点
投
資
と
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
を
行
い
、
早

期
の
完
成
と
効
果
の
発
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
７
つ
の
交
通
軸
の
整
備
・
強
化
や
防

災
・
減
災
対
策
、
下
水
事
業
な
ど
を
中
心
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
効
果
的
な
公
共
投
資
を
行

う
こ
と
で
、
県
内
経
済
を
活
性
化
し
、
県
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
計
画
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◎
多
職
種
連
携
に
つ
い
て

新
星
会　

金
子　

渡

Q
今
年
度
、
渋
川
地
区
が
医
療
と
介
護
の
多
職

種
連
携
に
つ
い
て
、
国
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
。

A
退
院
調
整
ル
ー
ル
の
策
定
作
業
を
通
じ
て
、

病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
間
で
適
時
適

切
な
連
絡
が
増
え
、
意
思
疎
通
が
よ
り
円
滑
に
な

る
な
ど
、
着
実
に
多
職
種
連
携
が
進
ん
で
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
県
内
４
圏

域
に
拡
大
し
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
関
係
者
の

協
力
を
得
て
、
退
院
患
者
が
切
れ
目
な
く
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と
介

護
の
一
層
の
連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
後
の
大
柏
木
ト
ン
ネ
ル
と
骨

材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

岸　

善
一
郎

Q
西
毛
地
域
の
広
域
交
流
観
光
を
目
指
す
上
で
、

大
柏
木
ト
ン
ネ
ル
の
一
般
供
用
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
骨
材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー

ド
の
跡
地
活
用
と
併
せ
て
、
大
柏
木
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
供
用
に
つ
い
て
、
県
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

A
県
と
し
て
は
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
一
日
も
早

く
一
般
供
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
国
と

調
整
し
て
い
き
ま
す
。
骨
材
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
の

跡
地
利
用
は
、「
大
柏
木
地
区
プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド

跡
地
利
用
検
討
部
会
」
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
必
要
な
こ
と
は
、
国
へ
伝
え
ま
す
。

◎
館
林
厚
生
病
院
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

群
誠
会　

本
間　

惠
治

Q
館
林
邑
楽
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
館
林
厚

生
病
院
で
は
、
医
師
不
足
の
た
め
一
部
の
診

療
科
で
休
診
あ
る
い
は
入
院
受
入
等
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
医

師
確
保
に
対
す
る
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

A
県
で
は
、
医
師
確
保
修
学
研
修
資
金
貸
与
、

若
手
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
、
臨
床

研
修
医
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
館

林
厚
生
病
院
で
は
研
修
環
境
を
充
実
し
、
募
集
定

員
を
満
た
す
４
名
の
臨
床
研
修
医
が
内
定
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
う
し
た
病
院
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
元
市
町
村
、
医

師
会
と
も
連
携
し
て
、
医

師
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
月
３
日
㈭

◎
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

金
井　

秀
樹

Q
障
害
者
雇
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
県
が

呼
び
か
け
る
形
で
、
中
小
企
業
が
共
同
で
出

資
を
行
い
、
農
業
分
野
の
仕
事
で
、
障
害
者
の
雇

用
を
進
め
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す

か
。A

障
害
者
雇
用
を
進
め
る
上
で
の
新
た
な
手
法

と
し
て
、
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
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